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2015（平成27年度) 研究所報告
１．組織（2015年10月１日現在）
所 長 松川 節
主 事 松浦 典弘










研 究 課 題 真宗大谷派・東本願寺開祖である教如上人に関わる史料の調査と研
究
研究代表者 草野 顕之（学長・教授・日本仏教史学）








研 究 課 題 清沢満之の生涯と思想の研究を更に進め、その成果を『清沢満之全
集』の補遺として、発刊する。
研究代表者 藤原 正寿










研 究 課 題 諸外国における仏教研究の動向の把握と資料の収集・整理・公開
研究代表者 井上 尚実
















研 究 課 題 チベット語文献及びパーリ語貝葉写本のデータベース化
研究代表者 三宅 伸一郎














研 究 課 題 ベトナム社会科学アカデミー宗教研究院との共同研究
研究代表者 織田 顕祐








研 究 課 題 大学史関係資料の収集・整理




研 究 課 題 大谷大学図書館所蔵?東本願寺旧蔵資料」海外布教関係部分の整理






研 究 課 題 大谷大学所蔵貴重資料のデジタル・アーカイブの構築
室 長 松浦 典弘（研究所主事・准教授・東洋史学）
〔一般研究╱共同研究〕
研 究 課 題 スティラマティの倶舎論注釈書『真実義』梵文写本第一章の研究
研究代表者 小谷信千代










研 究 課 題 デジタルアーカイブ技術による契丹国の歴史考古言語資料の復原的
研究と集成
研究代表者 武田 和哉









研 究 課 題 日本における西洋哲学の初期受容―フェノロサの東大時代未公開講
義録の翻刻・翻訳―
研究代表者 村山 保史






研 究 課 題 モンゴル国カラコルム博物館における歴史研究を基軸とした情報化
と国際協働の推進
研究代表者 松川 節
研 究 員 松川 節（教授・モンゴル学）
協同研究員 清水奈都紀（奈良大学非常勤講師）
研 究 課 題 紋章との比較による系譜の図像化規則とその構造分析
研究代表者 柴田みゆき











研 究 課 題 アブラナ科植物の伝播・栽培・食文化史に関する領域融合的研究
研究代表者 武田 和哉









研 究 課 題 文化地質学：人と地質学の接点を求めて
研究代表者 鈴木 寿志





研 究 課 題 タイ国を中心とする東南アジア撰述仏教説話写本の研究
研究代表者 清水 洋平（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題 インド・チベットにおける般若学の研究
研究代表者 白館 戒雲（本学名誉教授・特別研究員）
研 究 課 題 共感覚の進化的基盤を探る
研究代表者 髙橋 真（講師・比較認知科学）
真宗総合研究所研究紀要 第34号
研 究 課 題 『中辺分別論』の未解読チベット語註釈写本の研究
研究代表者 松下 俊英（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題 移行期正義の社会的影響に関する比較社会学的研究
研究代表者 阿部 利洋（准教授・社会学）
研 究 課 題 依存に関する責任帰属を評価するための概念的基盤の構築
研究代表者 佐々木 拓（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題 ハンス・リップス解釈学におけるパトスを基盤とした知識教授理論
の研究
研究代表者 田中 潤一（准教授・教育学・教育哲学）
研 究 課 題 生業の域内多様度とその形成過程：東南アジア大陸部におけるモン
村落の事例比較
研究代表者 中井 信介（任期制助教・特別研究員）（2015年７月31日付廃止）
研 究 課 題 初期チベット論理学成立史解明のための基礎研究
研究代表者 福田 洋一（教授・仏教学）
研 究 課 題 前近代中国黄河中流域における水利権と水利組織
研究代表者 井黒 忍（講師・東洋史学）
研 究 課 題 傷痍軍人職業保護事業で整形外科医が果たした役割についての歴史
的研究
研究代表者 上田 早記子（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題 『タットヴァールタスートラ』シッダセーナ注を中心とするジャイ
ナ教の戒律解釈史研究
研究代表者 河﨑 豊（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題 口承と文献学の融合に基づくチベット後期中観思想研究
研究代表者 西沢 史仁（特別研究員）




研 究 課 題 タデウシュ・カントルの演劇と能に描かれた死の表象の精神分析理
論による考察
研究代表者 番場 寛（教授・フランス文化・フランス文学）
研 究 課 題 情報検索分野を中心とした、可視化技法の応用に関する研究
研究代表者 酒井 恵光（講師・計算機科学）
研 究 課 題 アビダルマの因果論に関する総合的研究
研究代表者 箕浦 暁雄（准教授・仏教学）
研 究 課 題 隅寺心経の基礎的研究
研究代表者 宮﨑 健司（教授・日本古代史・日本古代宗教史）
研 究 課 題 触法知的障害者に対するピアサポーティブな更生支援活動の実践と
その評価
研究代表者 脇中 洋（教授・発達心理学・法心理学）
研 究 課 題 ハイデッガー「黒ノート」の研究 「計算的思考」の分析を中心に
研究代表者 田鍋 良臣（任期制助教）（2015年８月28日付）






















































































いて、「現代大谷派教学における宗教的主体性の解明」（The Clarification of the
 
































Studies in a Global Context:What is the Advantage of Japanese
 


























的な変容」（Attempts at Adaptation in Contemporary Japanese Buddhism:





























② 徐義華「中国最早的分家記録 西周 周生三器試析」
③ 張国旺「近年来中国大陸元代佛教研究総論」
(3）中国古代史及び敦煌・トルファン文書研究国際シンポジウム
2015年12月19日㈯に大谷大学真宗総合研究所と中国社会科学院歴史研究所の共
催にて本学の教員２名に加え、海外から４名、国内から４名の研究者を招聘し、
国際シンポジウムを開催した。あわせて、大谷大学博物館に所蔵される敦煌文書
の閲覧を行った。
① 王震中（代読：雷聞）「中国国家形態結構的演進与民族類型的関係」
② 江村治樹「中国新石器時代の都市発達をめぐる諸問題」
③ 牛来穎「大谷馬政文書与?厩牧令?研究―以進馬文書為切入点」
④ 浅見直一郎「随葬衣物疏をめぐって」
⑤ 李錦 （代読：牛来穎）「“移隷葱嶺”与唐代的西域経営」
⑥ 松浦典弘「杏雨書屋所蔵の敦煌仏教関係文献―羽699を中心に―」
⑦ 雷聞「隋唐的郷官与老人―従大谷文書4026?郷官名簿?説起」
⑧ 中田裕子「5、6世紀におけるアルタイ地方の交易拠点―回 路をめぐって」
⑨ 砺波護「敦煌と京都の五台山」
? 黄正建「大谷占卜文書研究（之一）―兼与敦煌占卜文書比較―」
? 楊宝玉「羽032-1?駅程記?与大中五年張議譚入奏諸問題弁析」
? 赤尾栄慶「大谷大学所蔵敦煌写経私見―書誌学的観点から―」
当初、中国社会科学院歴史研究所より参加を予定していた王震中副所長と李錦
銹研究員が欠席となったため、それぞれの報告については代読がなされた。
西蔵文献研究
１．チベット語文献の電子テキスト化
以下の２点の文献の電子テキストを作成した。
① ニマ・タンパ＝シェーラプ・ジンパ『中観学説決択集』（蔵外No.13949～
13954）
② イェシェー・トゥプテン・ギャムツォ『クンブム寺歴代座主記および仏
像・仏塔等の目録』（蔵外No.11861）
とりわけ①に関しては、チベット仏教ゲルク派の最高学位「ゲシェー・ララン
パ」の称号を得ているトゥプテン・ガワ（松下賀和）氏によって、難解な縮略文
字や書写時の誤りをすべて正しい綴りにしたテキストが完成された。
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２．モンゴル国立大学との共同研究
U.エルデネバト先生を本学に招聘し、国内の研究者もお招きして公開講演会
を開催した。また、モンゴル国立大学にて共同研究会を開催し研究報告を行った。
詳細は『所報』No.68（p.16）参照。
３．パーリ語貝葉写本のデジタル化
タイ中部地域の王室寺院（ワット・マハータートユワラートランサリットやワ
ット・ラーチャシッタラーム等）所蔵未整理写本リストを整理し、同リスト所載
の文献名と本学所蔵写本との比較を通じ、稀 本の抽出作業を進めた。また、大
谷貝葉の資料的価値を再確認するために、内外の研究者を招き公開ワークショッ
プ「大谷大学所蔵タイ王室寄贈パーリ語貝葉写本の世界」を開催した。詳細は
『所報』No.68（p.27）参照。
４．寺本婉雅関連借用資料の整理
村岡家および宗林寺より借用中の寺本婉雅関係資料について、集中的に資料全
体の調査・点検・撮影をおこなった。一連の調査における最大の成果は、宗林寺
資料中に、稀 本『モンゴル仏教史』を発見したことであった。資料は、その全
体に対する目録を完成させ、専用の箱に収納し、所蔵者に返却した。また、寺本
家に所蔵される資料に対する調査もおこなった。詳細は『所報』No.68（p.23）
参照。
５．フランス国内所蔵のチベット語文献およびフランス人学者による成果物等の
調査
予備調査としてインターネット等を用いて情報収集をおこなった。
ベトナム仏教研究
本研究は、ベトナム社会主義共和国のベトナム社会科学アカデミー宗教研究院
（以下、「宗教研究院」）との間で締結された協定に基づき推進する共同研究であ
る。
昨年度より進めてきた『日本仏教概説』については、執筆状況の確認と意見交
換を継続的に行い、日本語原稿の大半が揃うにまでなった。現在も継続して執筆
者との連絡を取り続けている。
また、2016年３月21日㈪～26日㈯の期間にわたって、織田顕祐（研究代表者）
と箕浦暁雄（研究員）が、調査のためベトナムを訪れた。現地では、大西和彦
（嘱託研究員）の同行を得て、トゥアン院長をはじめとする宗教研究院の人びと
と打合せを行い、「概説」の進捗状況の報告・確認とともに今後の研究の進め方
について意見交換を行った。その後、現地の仏教寺院をいくつか調査するととも
に、ベトナムの仏教状況を表す書籍を現地書店において購入することができた。
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ついで、ベトナム国家大学ハノイ校人文社会大学を訪れ、ファン・ティ・トゥ・
ザン博士と懇談し、人文学研究で今後協力し合っていくことを確認した。この訪
越に関しては、既に『研究所報』第68号 pp.17～18にも報告しているので、併せ
て参照されたい。
更に、2015年度は研究成果の公開発信も進めることができた。
10月28日㈬には、グェン・ヒュー・スー氏を招聘して、「ベトナム仏典刊行略
史―永厳寺所蔵木版を中心として―」と題して講演会をマルチメディア演習室に
おいて開催した。
11月５日㈭～６日㈮にかけて、日本教育会館において開催された東方学会平成
27年度秋季学術大会で、桃木至朗（嘱託研究員）が「金石文から見た中世ベトナ
ムの国家・社会」と題して講演を行った。また、浅見直一郎（研究員）が同学会
に参加した。
インプット・アウトプットともに、大きく進めることができた１年であった。
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